
最近の自然災害等に対する対策について
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産業保安グループ
電 力 安 全 課
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１．令和３年８月の豪雨被害について

２．令和３年台風16号被害について

３.  千葉県北西部の地震について

４. 小笠原諸島の海底火山噴火に伴う軽石について

５. 低気圧の影響による暴風被害（北海道）について

６. 今年度冬季における電気設備に対する保安管理の徹底の要請に
ついて
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１．令和３年8月の豪雨被害について
 令和3年8月の前線による大雨により九州地方（佐賀県・福岡県等）や中国地方
（広島県・岡山県等）だけでなく、東日本エリアでも散発的に停電が発生。

 停電の主な原因は、土砂崩れや道路崩壊等による配電線の断線や、風雨による樹木の
電線への接触など。復旧活動に当たっては、作業安全のため、天候や現地状況を勘案し、
倒木処理や道路啓開の後に適宜実施。

（静岡県 伊東市）

土砂崩れ
（千葉県 木更津市）

河川擁壁崩壊
（静岡県 沼津市）

九州 佐賀県 中国地方

佐賀豪雨
（2019/8/28 9時） 約350戸 西日本豪雨

（2018/7/7 8時） 約58,700戸

今回
（2021/8/14 14時） 約360戸 今回

（2021/8/17 14時） 約1,830戸

※2019、2021年ともに佐賀県の浸水エリアの停電は倒木、土砂崩れ等によるもの。
変電所における浸水は発生していない。

＜過去の最大停電戸数の比較＞

（群馬県 沼田市）

倒木、樹木接触



（参考）浸水被害に関する対応
 送配変電設備については、過去の災害やハザードマップ等を考慮し対策を講じてきたところ。
 変電所機器の嵩上げ、水密扉、移動用変電所の配備等を実施
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【変電所機器の嵩上げ】

【水密扉・浸水防止板】 【移動用変電所の配備】
中国電力ネットワーク（広島県三原市）

九州電力送配電（佐賀県武雄市） 中国電力ネットワーク
水密扉 浸水防止板



２．令和３年 台風16号被害について
 大型で非常に強い台風16号は、伊豆諸島や東日本太平洋側沿岸では10/1夜にかけて、東北太平洋
側沿岸では２日明け方にかけて暴風雨をもたらした。

 関東地方、東北地方の太平洋側を中心に最大約2万戸の停電が発生し、伊豆諸島（八丈島、新島、
三宅島）でも停電が発生した。ピーク（10/1 19時）から10時間後（10/2 5時）には99％復旧、
同20時間後（10/2 14:46）には、最後まで残っていた高圧線復旧が完了。

 東電PGでは復旧対応として、政府検証における対策である計画的要員配置を実施。台風被害を適時
把握し、被害の少ない群馬・埼玉・東京・神奈川エリアの要員を、千葉の拠点へ応援派遣を実施。

 倒木や樹木接触による停電は引き続き発生しているため、電線近接樹木への対応や道路啓開における
連携などは、自治体との連携協定を通して更なる対応力強化を進めていく。

＜過去の台風被害との比較＞

最大停電戸数時点からの経過時間（時間）

災害名 最大停電戸数 99%復旧までの
時間

電柱の破損、
倒壊等 被害回線数

2018年
台風21号 約240万戸

（関電）
５日後
※関電 1,343本 2,837

台風24号 約180万戸
（中電）

３日後
※中電 209本 1,356

2019年
台風15号 約93万戸

(東電）
12日後
※東電 1,996本 826

台風19号 約52万戸
(東電：約44万戸)

4日後
※東電 683本 495

2020年 台風10号 約53万戸
(九電：約48万戸)

２日後
※九電 69本 748

2021年 台風16号 約２万戸
(東電：約1万8千戸)

10時間後
※東電 ２本 139

停
電
戸
数
［
戸
］
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（参考）政府検証「令和元年台風第15号・第19号をはじめとした一連の災害に係る検
証チーム」最終とりまとめ
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３．千葉県北西部の地震について

千葉県北西部の地震の概要

発生時刻 2021年10月7日（木）22時41分

マグニチュード ５．９

場所及び深さ 千葉県北西部 深さ 75km

震 度

【最大震度５強】
埼玉県川口市・宮代町、東京都 足立区で
最大震度５強を観測した他、東北地方から近
畿地方にかけて震度５弱～１を観測

（「地理院地図」（国土地理院）を元に作成）

【震度5弱】
千葉火力発電所

4,380MW

：震度5弱の揺れに襲われた主な火力発電所

【震度5弱】
川崎火力発電所

3,420MW

【震度5弱】
東扇島火力発電所

2,000MW

【震度5弱】
横浜火力発電所

3,540MW

 令和3年10月7日22:41に最大震度５強の地震が千葉県北西部で発生。

 この地震に伴う東京電力管内における大きな停電の発生なし。東京湾内における火力発電所の停
止及び設備被害なし。

 なお、令和3年12月3日に山梨県及び和歌山県でそれぞれ最大震度５弱の地震が発生したもの
の、電気設備に対する被害及び停電の発生なし。

（JERAのHP等を元に作成） 6



４．小笠原諸島の海底火山噴火に伴う軽石について

（出所：JAXA､JAMSTEC HP等のデータを元に作成）

福徳岡ノ場

黒潮

衛星画像から判別された
軽石の分布状況

（10/14-12/2の累計）

伊豆諸島や千葉県で
軽石らしき漂流物が確認
（11月半ば～）

軽石漂流状況（12/2） 各地で漂流・漂着が確認された軽石

（出所：海底火山「福徳岡ノ場」の噴火に係る関係省庁対策（第4回）資料）

 令和３年８月に発生した海底火山「福徳岡ノ場」（小笠原諸島）の噴火に伴う軽石に
ついて、沖縄県、鹿児島県はじめ、伊豆諸島を中心に関東地方でも漂流・漂着が確認。

 JAMSTEC(海洋研究開発機構)の軽石漂流予測シミュレーションによると、海流や風の影響によ
り今後日本列島への軽石の漂流・漂着が増加する見込み。

 12月後半には関東・東海沿岸の広い範囲に近づくとの予測。
 軽石が発電所の取水設備等へ影響を与えないよう万全を期すため対策が必要。
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(参考)福徳岡ノ場（海底火山）の噴火について

（出所：JAXA HP等のデータを元に作成）

（出所：海底火山「福徳岡ノ場」の噴火に係る
関係省庁対策（第１回）資料）
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５．低気圧の影響による暴風被害（北海道）について①
 12/1～2にかけて急速に発達した低気圧による暴風により、北海道帯広エリア各地にて
観測史上最大の最大瞬間風速を観測。

 倒木や飛来物等の影響により、鉄塔の碍子損傷や電柱倒壊・断線が多数発生。 12/1
21時に最大約6,300戸の停電が発生。12/2 23時に全送完了。

設備 被害内容 被害数量

送電線 碍子傾斜 １本
電柱 折損、傾斜、倒壊 97基
高圧線 断線、混線 148条
変圧器 損傷 3台

配電線への倒木（芽室町） 道路を塞ぐ飛来物（中札内村） 22kV陸別線No.211 碍子傾斜（陸別町）

地点 日時 最大瞬間風速
中札内村 12／1 18:12 36.2ｍ／s

更別 12／1 19:02 31.5ｍ／s

芽室 12／1 19:41 26.0ｍ／s

＜観測史上1位の値を更新した地点＞<送配電設備の被害状況＞

＜送配電設備の被害写真＞
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５．低気圧の影響による暴風被害（北海道）について②
 北海道電力ＮＷでは、本部・帯広支部に「非常態勢」を発令し、約700名体制（北海
道管内応援約150名含む）にて復旧作業を実施。

 北海道、陸別町へリエゾンを派遣し、停電情報、設備被害状況、復旧見込み等を情報
提供。

 緊密に自治体と連携し、倒木処理や樹木伐採の対応を実施。他、情報連携が行われ
ることで被災自治体や住民への安心にもつながった。

 情報発信の面では、「非常災害本部設置」や「停電情報・復旧見込み・停電解消」につ
いてSNS（ツイッター、フェイスブック）にて計30回適宜発信。

＜自治体等との連携＞
○北海道との対応【北海道電力ＮＷ 本部対応】
・12月1日 リエゾン2名、2日 リエゾン1名を派遣。
・停電情報、設備被害状況、復旧見込み等を情報提供。
・北海道主催の「連絡会議（関係機関・道庁内関係各部課長級）」に出席し、
停電状況、設備被害状況、復旧見込み等を情報提供。（2回開催）

○関係機関（北海道警察、防災協定先、通信事業者等）【北海道電力ＮＷ 本部対応】
・停電情報、設備被害状況、復旧見込み等を情報提供。

○振興局・自治体との対応【北海道電力ＮＷ 帯広支店支部】
・陸別町に12月1日10時から23時までリエゾン2名を派遣。
・停電情報、設備被害状況、復旧見込み等を情報提供。

（出処）北海道電力ＮＷツイッター



11

６．今年度冬季における電気設備に対する保安管理の徹底の要請について

電力需要期 自然災害

 冬季の電力需要期及び雪害期を迎えるに当たり、発電事業者や電気保安法人等に対
し、電気設備に対する巡視・点検の強化等の保安管理の徹底について要請を実施。



（参考）各エリアの冬季需給見通し
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第40回総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会
電力・ガス基本政策小委員会資料



（参考）2021年度冬季に向けた電力需給対策について 第40回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会
電力・ガス基本政策小委員会資料
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